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金沢大学薬学部では金沢大学社会貢献特別推進事業 ｢正

しい医薬品の使い方ネットワーク｣の一環として､平成 1

5年 10月に金沢大学薬学部 ｢くすりと健康プラザ｣を開

設した｡平成 15年 10月26日に､金沢大学 林勇二郎学長

出席の基に開設記念講演会を開催した (図1)｡金沢大学薬

学部では ｢くすりと健康プラザ｣を市民からのくすりと健

康に関する質問への回答､薬剤師と薬学部の情報交換､情

報発信の手段として活用している｡また､市民を対象とL RldLPl■lH■;qJAとI舟 辻 tl由暮事EFJt妙大村

■=先生:*とt書た公開セミナー､NPOアカンサス薬局と

連携した金沢大学公開講座 :薬局見学 ･体験ツアー等にも活用した｡｢くすりと健康プラザ｣は薬学部に附属する施設で

あり､大学院生を主体とする通常の薬学部各研究室のセミナー､通常授業の一環としての附属病院薬剤部病院実務実習

､アカンサス薬局実習にも活用されている｡筆者は金沢大学薬学部在籍中､



部教員 1名が週2日駐在して､来訪する市民からのくすりと健康に関する相談と質問を受けた｡

質問は電話 ･FAXでも受付けた｡

また､｢くすりと健康プラザ｣設置に合わせて金沢大学インターネットランに直結するホーム

ページhttp://www.kanazawa-univ.jp/kenko/index.htmlを立上げ､そのネット上の質問コー

ナーでも市民からのくすりと健康に関する相談や質問を受付けた (図3)｡ ｢くすりと健康プラザ｣

ホームページには金沢大学薬学部ホームページ http://www.p.kanazawa-u.ac.jpからもアクセ

スできる｡｢くすりと健康プラザ｣に寄せられた質問の回答には薬学部教員の他､地域薬剤師を

主体とした ｢正しい医薬品の使い方ネットワーク｣会員が参画した｡

一般性 ･公益性があると判断した質問と回答を ｢くすりと健康プラザ｣ホームページにQ&A

として掲載した｡情報発信活動としては ｢くすりと健康プラ

ザ｣が位置する金沢市薬剤師会第 8部会 (14加盟薬局)や

NPOHEARTと連携して市民 ･薬剤師を対象に各種疾患 ･

薬物治療に関するセミナーを開催した｡

｢くすりと健康プラザ｣ホームページからはその他､｢く

すりについての役立つ情報｣の項目から､最新の薬事情報､

副作用情報等にアクセスできる｡各種情報は ｢くすりと健康

プラザ｣担当者がタイムリーに､期限付きで入力している｡

また､セミナー等の開催情報も随時掲載している (図3)｡

｢市民から寄せられた質問と回答｣

市民から寄せられた質問の一部を図4に示した (図4)｡

寄せられた質問には ｢くすりと健康プラザ｣に連携して同時

に設立された､金沢大学薬学部教員および地域薬剤師が加入

している ｢正しい医薬品の使い方ネットワークネットワー

ク｣ : ｢くすりメイ トCOM.｣ (図5)の会員が各々の専門

性を活かして正確で的確な回答案を作成し､回答案が出揃っ

た段階で､金沢大学薬学部鈴木永雄教授 (回答編集委員長)

が最終回答を編集して､各質問者に ｢くすりと健康プラザ｣

から回答をお返しすると共に､一般性 ･公益性があると判

断した質問 ･回答の48件をQ&Aとして ｢くすりと健康プ

ラザ｣ホームページに掲載した(図6)(平成 17年8月現在､

Q&Aは再編集され40件掲載されている)｡質問 ･相談内容

ではサプリメントやセルフメディケーションに関する質問

が多く､南米原産の植物マカ (男女共用の滋養強壮薬)､田

七人参 (中国原産の高麗人参の一種)等､現在の日本の薬

学教育では耳新しい薬物に関する使用法の質問が寄せられ
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種々の手段で寄せられる質問はその都度､生データーとして

｢くすりと健康プラザ｣記録に書類として残し保管した｡一方､

それぞれの質問と ｢正しい医薬品の使い方ネットワーク｣で

の回答は ｢くすりメイ トCOM｣のファイルに保管された｡

｢くすりと健康プラザ｣に直接相談に訪れた市民から､服薬指

導に対する感謝のメールが寄せられている｡

｢公開セミナー｣の開催

地域住民､薬剤師を対象とした公開講座を､金沢市薬剤師

会第8部会との協賛およびNPOHEART健康 ･環境 ･教育

の会との共催で計8回開催した (図7)｡製薬企業の学術担当

者あるいは金沢大学医学部 ･薬学部の教員を講師に招碑して､

市民から寄せられた質問に関連するテーマを設定してセミナ

ーを開催した｡｢くすりと健康プラザ｣で開催されたセミナー
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(a)ヘルスケアtJL金田I)の模様を図8に

示した｡｢くすりと健康プラザ｣は最大で20回8名しか収容できないが､金沢市近郊を含めて毎回約20名の
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気楽な雰囲気で活発な質疑応答がなされた｡比較的高齢者の方の参加が多く､テーマに関連する

疾患を抱える患者からは素朴で､なるほどとうなずける質問が多く､一部の質問と講師の回答は ｢くすりと健康プラザ｣のQ&A資料にもさせて頂い

た｡各セミナーの開催毎に参加者に

アンケー トを実施して､次回セミナー開催の参考資料とした｡セミナーの模様は北国新聞でも一部報道され



れている地域のお年寄り方々の血圧測定等の健康チェックサークル活動の後に出前講義を実施し

た｡｢くすりと健康プラザ｣で開催されるセミナーとはまた異なった雰囲気で､講義の後は､個

別にそれぞれの個々の相談に応じると言う､医師の診断スタイルの応対となった｡当然のことな

がら自分の服用しているくすりに関する興味は深く､副作用への危慎､作用メカニズム､類薬と

の比較等､多彩であった｡自分の治療法に用いられてくすりに対するセカンドオピニオン的な見

解を要求されることが多かった｡質問に即座に的確に回答する事は大変難しく､くすりを使う立

場での薬学教育の重要性を､自分の知識の狭さから痛感した｡

｢くすりと健康プラザ｣リーフレットの作成

平成 17年度の金沢大学社会貢献事業の予算枠内で､｢くすりと健康プラザ｣を紹介するリーフ

レットを1000部作成した｡｢くすりと健康プラザ｣を訪問する人々､各種セミナーの開催時に

広く配布し､金沢大学薬学部 ｢くすりと健康プラザ｣の活動と存在をアピールした｡

｢薬学会での発表｣

金沢大学薬学部 ｢くすりと健康プラザ｣の活動状況および ｢正しい医薬品の使い方ネットワー

ク｣ :｢くすりメイトCOM｣の活動状況を第 125年会日本薬学会 (平成 17年3月29日-31日､

東京)で発表した｡1)2) 本報告は大筋､薬学会での発表内容に基づき作成した｡

ポスター発表であったが､多くの方々に発表内容を見て頂いた｡薬学部が社会貢献に参画する

事を賞賛して頂く共に､こうした事業の企画立案とそれを推進した費用 ･支援に対する質問が多

かった｡

｢まとめ｣

1.｢くすりと健康プラザ｣開設 1年間で寄せられた質問のうち､ホームページにQ&Aとして

掲載した項目は48件､ホームページへのアクセス数は約5000件であった｡質問内容では

セルメディケーションやサプリメントに関するものが多く､昨今の健康食品ブームを反映

すると同時に､一般市民はその使用に半信半疑である実態が把握できた｡医療用のくすり

に関する質問では服用時刻､飲みやすくする方法､使用期限､薬物相互作用 (飲み合わせ)

など多種多様であった｡薬効別ではうつ病治療薬等精神科領域のくすりが多かった｡

2.多様な質問への対応や情報提供に､大学教員と薬局薬剤師が各々の専門性を活かして正確で

的確な回答作成が求められた｡薬学部では全教員のそれぞれの専門を活かした連携が重要で

あった｡実際の臨床でのくすりの使い方等については現場の薬剤師さんの方がより的確であ

った｡

3.市民 ･薬剤師を対象としたセミナーを6回､出前講義を3回開催し､くすりの正しい使い方

の地域貢献を実施した｡市民の皆さんのくすりと健康に関する旺盛な疑問 ･質問に驚くと同

時に､薬剤師が市民の皆さんの質問に適切に対応することの必要性を実感した｡折りLも､

薬学部は6年制に移行してより充実した教育の基に社会のニーズにあった薬剤師を育成しよ

うとしているが､正にその必要性を確認できた｡

4.｢くすりと健康プラザ｣は薬学部と一般市民 ･開局薬剤師を結ぶワン ･ストップ機能としての

役割を果たした｡薬学部からはくすりと健康に関する詳細情報を伝達する一方､一般市民か

らはくすりと健康に関する疑問点および薬学部 ･薬剤師に期待している事等を直接､話して
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頂いた｡理想とする薬剤師像､薬学教育のあり方の考察に参考となった｡くすりの事は薬剤

師に聴くとの社会通念の構築に寄与できた｡｢くすりと健康プラザ｣の活動は平成 15年に

発足した金沢大学社会貢献推進事業の一環として実施された｡
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